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理事長  大門 弘治 先生

た。その後の再検査で問題がないことがわかり、ほっとし

たが、これからの仕事人生を考えるきっかけになった。

　もう一つの理由は、職場環境の改善だ。以前の建物

は改築を繰り返していたため、使い勝手が悪かった。ま

た、スタッフルームなど、職場環境の改善も必要だった。

「残りの歯科医師人生を考えたとき、スタッフと共に気持

ちよく、楽しく働ける職場環境が欲しいと思いました。ま

た、歯科経営を考えると、スタッフの力は不可欠な存在

です。職場環境の改善は、理事長としての責務でした。さ

らに、より快適な院内にすることで、コロナ禍の経営的に

苦しい時期に、当院の感染対策を信じて支えてくれた患

者さんへの恩返しになるという気持ちもありました」

　診療を続けながら、約10カ月かけ、新しい建物は駐車場

を活用する形で完成した。建物の周囲には、「歯科医師に

ならなければ、建築家を目指したかった」と話す大門理事

長がこだわったさまざまな植物が緑豊かに育ちつつある。

　新しい建物は、１階が待合室や診療室、歯科技工室の

治療スペース、２階がセミナールーム、スタッフルームな

「桔梗が丘大門歯科医院」があるのは、近鉄大阪線・桔

梗が丘駅から徒歩２分の交差点に面した角地。2023年

４月に新しく建てられた黒とグレーの瀟洒な建物は、遠く

からもよく目立つ。２階建てだが、外観は３階建てのよう

な迫力のあるデザインだ。

　開業は1979年。大門弘治理事長の父、大門祥司先生

が初代院長である。大門理事長が父親のもとで働き始め

たのは2000年のこと。以来、親子で診療してきたが、

2022年３月に祥司先生が引退。大門理事長がすべてを

率いる診療体制になったことを機に、建物を一新した。

　今回の建て替えは、２度目になる。最初の建て替えは

大門理事長が父と一緒に働くことになったときだ。

「１度目は、親子で働くにあたり、入り口や治療スペース

を分けたほうが、お互いにスムーズに診療ができると考

えての建て替えでした。父の引退が決まったとき、建物は

十分に使える状態でしたが、二つの理由から2度目の建

て替えを決意しました」

　理由の一つは、大門理事長に健康の不安を覚えるで

きごとがあったことだ。健康診断で好ましくない結果が出

三重県名張市にある「桔梗が丘大門歯科医院」は2023年４月、
歯科医院を建て直した。気持ちも新たに、さらなる充実した
歯科医療の提供に取り組む意気込みを伺った。

どのバックオフィスになっている。黒を基調とした内装だ

が、壁面の模様など、そこここにデザインの工夫があり、

間接照明が効果的に配置されているので、柔らかで穏

やかな雰囲気が漂う。

　診療室を治療ゾーンと予防ゾーンに分けるスタイル

は、以前の建物でも採用していたが、新しい建物では、よ

り徹底した動線にした。中央にレントゲン室や消毒滅菌

と準備スペース、カウンセリングルームがあり、受付から

左の入り口側は治療用ユニットが置かれたゾーン、右の

入り口側は予防ゾーンに分かれている。

「ユニットは３台増やし、合計で11台にしました。４台を治療

ゾーン、７台を予防ゾーンに置いています。予防のユニット

が多いのは、一般歯科の患者さんに加え、インプラントのメ

インテナンスで来院する患者さんも多いからです。ただ、将

来的に予防用ユニットを治療用に変更する可能性を考え、

治療も予防もKaVoの同ランクのユニットを選びました」

　治療ゾーン、予防ゾーンとも、メインのユニットは、パ

ーテーションで仕切る半個室スタイル。幅が広く、通路

からの視線をほどよくさえぎるパーテーションなので、プ

ライバシーを守りながら、圧迫感がない。治療ゾーンに

は、ファミリーでの受診を考え、キッズスペースを備えた

個室もある。

「消毒滅菌については、クラスＢのオートクレーブを１台

増やし、ミーレの自動洗浄機などを最新機種に変えまし

た。ゾーニングを徹底し、オートクレーブを増やしたこと

で、消毒滅菌の作業効率が上がりました。歯科技工室の

機器も充実させ、ミリングマシーンなどの最新機器を増

やしました。そのおかげで、午前中にセレックで作った補

綴物を午後には装着できるなど、補綴物の製作や修正

がスピードアップしたと思います」

　地域から頼られる桔梗が丘大門歯科医院は、一般歯

科が中心だが、大門理事長が専門とするインプラントの

評価も高い。大門理事長がインプラントを学び始めたの

は、歯科医師として働き出してからだった。

「インプラントを知ったのは、勤務医をしている頃でした。

歯を削ったり、ブリッジをしたりする必要がなく、自分の

歯と同じようにしっかりと嚙めることに、大きな可能性を

感じました。欠損補綴の魅力的な一つのオプションにな

ると考えたのです。そこで、父の歯科医院に戻ったら、絶

対に取り組もうと心に決め、勉強を始めました」

　熱意をさらに燃え立たせたのは、共に勉強をする仲間

の存在だった。趣味の釣りがきっかけで知り合った、歯科

大学で同窓の松田博文先生と共に、愛知県の原正幸先

生（C&C60号掲載）や大阪府の伊藤雄策先生のインプ

ラントコースで学んだり、海外研修にも積極的に参加した。

「スウェーデンでは、イエテボリ大学などで研修を受け、イ

ンプラントの研修組織『Osseo Skarp Institute』のラー

ス・クリスターソン先生とステン・イサクソン先生にも学

びました。クリスターソン先生には、スウェーデン国立ハ

ルムスタッド病院でオペ研修を受けただけでなく、私の歯

科医院に招いてのオペ指導も受けました。海外研修では、

知識と技術を磨くだけでなく、新たな目標もできました。欧

州の開業医と同じように、自分も臨床研究を論文にまとめ、

発表したいと思ったのです。イエテボリ大学の研修で志を

同じくする仲間と出会ったおかげで、その目標もかなえる

ことができました。今も大阪大学大学院歯学研究科、愛

知学院大学歯学部歯学研究科と連携し、10名ほどの全

国のインプラント専門医と共同研究を続けています」

　桔梗が丘大門歯科医院で行うインプラント手術は、年

間70症例前後。通院患者だけでなく、他院からの紹介

や口コミで遠方から訪れる患者も多い。

「私がインプラントを手がけるようになって、約20年が経

過しました。インプラントのメインテナンスで来院される

患者さんも少なくないので、最近の診療は、予防が70％、

治療が30％の割合になっています」

　桔梗が丘大門歯科医院は、常勤の歯科医師が大門理

事長のみ。ユニット11台を持つ歯科医院としては、片腕に

なる勤務医が欲しいところだ。名張市の郊外という場所

柄もあり、募集をしても、なかなか集まらないのが悩みだ

という。それでも、厚生労働省から歯科医師臨床研修施

設、歯科外来診療環境体制、かかりつけ歯科医機能強化

型歯科診療所の認定を受け、１日100名前後の患者に精

度の高い診療が提供できているのは、少数精鋭のマンパ

ワーを活かしたチーム医療を大切にしているからだ。

　大門理事長を支えるのは、非常勤の矯正歯科医と歯

科麻酔医が１名ずつ。歯科麻酔医は、大学の同級生で気

心の知れた間柄ということもあり、助けられているという。

歯科衛生士は９名、歯科助手兼受付は4名、歯科技工士

は２名だ。さらに大門理事長の奥様である大門加奈子さ

んが事務長として働いている。

「優秀なスタッフばかりで、とても助かっています。チーフ

はあえて決めていません。全員が同じ立場で実力を発揮

して欲しいと思っているからです。今の体制が合っている

ようで、みんなとても仲がいいですよ。妻がスタッフと私

の間の橋渡し役として、気を配ってくれていることも大き

いですね。これからはもっと歯科医師と歯科衛生士を増

やしたいと思っています。私たちと一緒に働いてみたいと

いう方は、ぜひ気軽に問い合わせして欲しいです」

　昨年の春には建て替えによるユニットの増設に備え、

４名の歯科衛生士を採用。２人の先輩が教育係となり、２

名ずつを担当して教えている。大門理事長は「スタッフの

年齢構成が、新卒からベテランまで揃っているところも、

うちの強み」と話す。

　２階にある広々としたセミナールームは、大門理事長

の長年の夢でもあった。プロジェクターなどの設備が整

った環境で、院内勉強会や海外からの講師を招いての

セミナーを開きたいと考えていた。現在は月１回、歯科衛

生士の講師を招き、勉強会を続けている。

「口腔内写真の撮り方やSRP、患者教育など、基礎から

一通りの勉強をしてもらっています。キャリアの浅い歯科

衛生士に正しい知識と技術を身につけてもらうだけでなく、

誰が担当でもレベルの高い、統一した施術を行って欲し

いからです。ベテランの歯科衛生士も知識や技術のブラ

ッシュアップに熱心に取り組んでくれています」

　大門理事長の「スタッフを大切にしたい」という思いは、居

心地のよいスタッフルームにも現れている。２階の一角には

大門理事長の料理好きを反映したキッチンも完備。時々、

スタッフが簡単なランチを作っていることもあるという。また、

休憩時間には、ベランダでゆったりと過ごすこともできる。

「２階はスタッフとのコミュニケーションの場になるだけ

でなく、近隣に住む方たちとの交流の場にもなるように

設計しました。キッチンを備えたのも、そのためです。今

後は食育セミナーなど、地域貢献になる活動にも力を入

れていきたいと考えています」

　スタッフの労働時間を改善する取り組みも始まってい

る。まずは、勤務時間の徹底から。残業を避けるため、効

率のよい時間の使い方をスタッフと話し合いながら工夫

している。また、消毒滅菌の負担を減らすため、クリーニ

ングスタッフの採用も検討しているという。

「女性が多い職場なので、ライフスタイルの変化に対応す

ることも必要です。せっかく取得した資格を活かし、長く働

いてもらうため、育休産休制度の導入はもちろん、健康保

険は社保（協会けんぽ）に加入しています。協会けんぽは、

出産手当金や産休と育休中の保険料免除、傷病手当金

などがあり、安心して働いてもらえます。治療もデジタル

化がさらに進み、より効率のいい生産性の高い方法が出

てくると思います。これからも、そうした技術を積極的に取

り入れながら、スタッフと力を合わせ、より満足度の高い

治療を患者さんに提供していきたいです」

歯科医院の建て替えを機に
衛生環境の区分けを徹底。
さらなる医療の
充実を目指す

今の駐車場は旧建物があった場所。入れ替える形で新築したロゴも新しくなった看板
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